BIS論壇　No.145　『新年のアベノミクス』　2015年1月7日　中川十郎
新年おめでとうございます。BIS創設24周年を迎えました。本年も会員各位のご協力とご指導をお願い申し上げます。
さて戦後70周年を迎える本年は国内外の激動が予想されます。これらに対し、情報の収集、分析、予測力の活用でしっかり対応することが必要と思われます。
　まず世界経済ではギリシヤをはじめとして、欧州とくにEUの景気後退、イスラム国による中東のかく乱、原油価格の低下によるロシアをはじめ産油国の苦境、中国の6%台への景気減速、それらによる資源国の景気後退など多事多難の年になると予測される。
　国内では安倍政権による、秘密保護法執行、集団的自衛権、原発再開、日本経済に大きな悪影響をもたらすとみられるTPP（環太平洋経済連携）、普天間基地移設問題、消費税増税の悪影響、円安による諸物価の値上がりなどが大きな問題を惹起するものとみられる。
　これらに対し、安倍政権は本年こそアベノミクスの正念場だとして地方創生などばらまきに近い施策を打ち出している。筆者はアベノミクスは失敗する可能性が高いとみている。
　スタンフォード大学の日本人教授はアベノミクスの成功の確率は18％だと試算している。
世界的なベストセラー『21世紀の資本』の著者、パリ経済学院のトマ・ピケテイ教授は資本主義の格差問題にスポットを当てた。彼は累進課税こそ政府が取り入れるべきだと主張している。アベノミクスの消費税増税、大企業向け減税はピケテイの主張に逆行している。
一方、ハーバード大学の経済・金融史専門のニール・ファーガソン教授は日本を「大停滞」のパイオニア－で、国は豊かでも労働者の賃金が高くならないと指摘。安倍政権の構造改革を欠いたままで、金融と財政による刺激策だけで停滞的状態から抜け出せるとの政策に懐疑的である。しかし彼は米国は次の十年で復活する。米国は技術、エネルギーでも軍事面でも中国を上回り続けると自信のほどを示している。さらに未来は国家ではなく途上国の人口1000万人超の上海や、ムンバイやメキシコのような巨大都市が中心となる。なぜならメガシテイはネットワーク形成に有利で、生産性や創造性を高めてくれるからだとみている。著書『敗北を抱きしめて』でコロンビア大学のピュリツア賞を受賞したジョン・ダワー氏は戦後の日本人が第二次世界大戦の死と破壊を乗り越え、再出発の難行に立ち向かい、新憲法の「平和とデモクラシー」の理想を追求し、多くの日本人が豊かで平和を愛する社会を懸命に作り上げた草の根の回復力、規律、反戦の理想はどれほど称賛してもし尽せるものではない。平和と正義という目標を見失うことなく、理想主義の必要性と実現への信念を見失うことなく、世界中で繁栄して行くように心から願うと朝日新聞の1月1日号で訴えている。

これらの世界の識者の希望を無視し秘密保護法を制定、原発の再稼働に動き、原発輸出、武器輸出にまい進、集団的自衛権の法制化を進める安倍政権はグローバルな動きに逆行しているのではないか。本年もBISでは情報を活用してこれらの真相を解明していきたい。
